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「世論とマスメディア」
－民主政治を担う生徒の育成を目指して－

　『社会科 中学生の公民』（以下、教科書）p.69
〜70は「世論とマスメディア」について学ぶ
単元である。政治とは、私たち国民の意見が反
映された世論の支持があって行われるものであ
り、その点から、この単元の学習は、民主政治
の実現のために大変重要なものとなる。
　本稿では、教科書第２部第２章「第１節　民
主政治と私たち」より「世論とマスメディア」
の授業例を紹介する。社会的事象を政治的課題
ととらえ、生徒自身が課題を解決し、国民の意
思（世論）が反映される社会を構築する方法の
一つとして、マスメディアの活用法を生徒と共
に考える実践である。

　マスメディアは世論と政治を結ぶ役割を果た
す。政治的課題を知る手立てとして、マスメディ
アの果たす役割は大きい。一方で、マスメディ
アによる情報を、概念的な枠組み（見方・考え
方）に即して的確に解釈・判断し、活用するメ
ディアリテラシーが求められる。マスメディア
を適切に利用して政治的課題を解決する方法を
考えることが大切である。そう考えれば、この
単元の学習に至る前に、生徒たちが、民主主義
とはどのようなものなのか、そして、その実現
の方法を概念として身につけていることが重要
ではないだろうか。また、解決すべき現代社会
の課題を意識することで、その方法としての「政
治」が身近なものになると考える。

1 はじめに

2 授業づくりの着眼点

　そこで、私見ではあるが、この「世論とマス
メディア」という単元は、教科書の「第２部　
政治」の第１章第１節の導入の段階から取り
扱ってもいい内容と考えている。生徒が民意や
世論というものを意識することによって、その
後に扱う国家権力や民主主義、国民主権や基本
的人権の尊重などの概念を、より身近なものと
して学ぶことができるのではないだろうか。ま
た、私たちを取り巻く政治的課題は第１章「第
２節　基本的人権の尊重」の学習の中にも多く
含まれている。政治課題は「国家と個人」、「個
人と個人」、「企業と個人」の中に存在している。
そうした課題を「自分ごと」としてとらえ、解
決方法を考えることがよりよい社会の形成につ
ながり、「政治と自分の関わり」を生み出すこ
とになる。そのようにして、政治に関心を持ち、
自分なりの意見や考えを持つことで、「世論」
や「民意」を形成していくのである。こうした
視点から、本授業の目標を次のように設定する。

・民主的な政治を実現するために、民意をどう
　政治に反映させるかを考えること
・マスメディアの役割について考えること

　授業の展開・発問例をワークシートに沿って
具体的に説明したい（図１）。
　①は導入としての問いになる。後述もするが、
この単元に至るまでに、日常的に各種マスメ
ディアを活用して、生徒にはさまざまな出来事
を授業の中で紹介し、意見を求めてきた。そう
した積み重ねから、社会に対して何かしらの問
題意識を持っていることを期待した発問である。

3 授業展開例
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　ただし、全ての生徒が日常的に問題意識を
持っているとは限らないことから、そうした生
徒には「学習の前に　私たちの暮らしと憲法の
関係を見てみよう」（教科書p.27〜28）を開か
せ、市民生活の中から、解決すべき課題を発見
しようというヒントを与える。そして、さまざ
まな利害の中で、それを解決していくことが「政
治の役割」ということを再確認する。
　②は、教科書の本文に即して、今の政治に対
し、どう考えているかを問うものである。そし
て、私たちの政治に対する意見や要望が「世論」
になり、政治家は「世論」を意識することによっ
て政治活動を行っていることを確認する。つま
り、「政治を動かすのは『世論』である」とい
うことを確認する場面となる。
　ただし、私たちの民意を政治に反映させるた
めの方法を知らなければ、民主政治を実現する
ことはできない。そこで、③の発問を通して一
人一人が自分の意見を課題の解決に生かすため
の方法を自分ごととして考え、交流する場面と
したい。

　さらに④では、生
徒から出てきた方
法を板書し、交流
後、教科書p.692
の円グラフを提示
する（図２）。自分
たちの意見と比較
することで、新たな
気付きの場としたい。
　さらに、ここでは、「政治家・政府が国民の声・
世論をよく聞く」・「マスコミが国民の意見をよ
く伝える」と同時に、「私たちが社会的事象を
知る方法でもある」のが「マスメディア」であ
るということに気付かせたい。マスメディアは
国民の意見を発信し、また、世の中の出来事や
課題を私たちに知らせるものであるということ
を改めて確認したい。
　また、新聞については、教科書p.71〜72を
活用して同じ日の新聞を見比べる活動も行う。
私たちはマスメディアによって「知る」ことと

「民意を発する」ことができる。しかし、情報

図１　ワークシート

図２　教科書p.69「2民意はどうすれば
　　　政治に反映させられるか」
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していきたい。
　また、本単元を行うまでに、新聞やネットの
ニュース、ラジオの国会中継やSNSなどのマス
メディアを活用してきた。特に、新聞は常に授
業に持ち込み、実社会で起きている、少子化、
女性や特定の民族、障がいのある人への差別問
題、雇用、物価上昇、生活保護、労働者の権利、
公共の福祉、そして選挙の投票率などといった
話題を生徒と共有してきた。例えば、図３は長
野県のある公園の廃止について、生徒と考えた
ものである。このニュースを取り上げたのは、
公園の廃止という問題がこれまでに学んできた

「対立と合意」そして「公共の福祉」という基
本的人権に関わる問題を内包していると考えた
からである。特に公民科においては、教科書で
学んだ内容を、いかにして実社会での課題解決
とよりよい社会の実現を目指すために生かせる
かという視点が重要だと考えている。これまで
学んできた「見方・考え方」を働かせながら、「自
分ごと」として社会的事象に関心をもち、課題
解決を目指す主体性の育成をねらいとしている。
　図３のレポートでは、①「問題点を明らかに」
し、②「これまでの学びとの関わり」を考え、
③「解決の方法を考える」課題を提示した。あ
る生徒は「１軒の住民」と「多数の児童」とい
う対立構造に注目し、また別の生徒は、「個人
の権利」「生きやすい環境」と「大多数の幸福」

（公共の福祉）の関係に着目して考えることが
できていた。また、その解決方法についても、「議
論すること」「よりよい方法を考えること」と
いった話し合いによって合意を目指そうとする
ものや、「なぜそうなったのか」、「管理者（市）
の責任は」など、さまざまな立場から多面的・
多角的に課題をとらえる視点が見受けられた。
　また、長期休みにはニュース調べの課題を１〜
３年生まで継続的に出している（図４）。政治・
経済について学ぶ公民科に限らず、社会科全体
として、社会の課題解決に向けた資質・能力をもっ
た生徒を育成することが重要と考え、社会に目
を向けるためのトレーニングとして続けている。
　課題では、どのようなメディアを使うかは特

を発信するのもまた、意思をもった人間である。
そこにはその人間の「恣意」が入ることがある
だろうし、時には悪意をもってフェイクニュー
スを拡散する者もいるかもしれない。教科書
p.72の新聞各社の記事を読み、その印象を話
し合うとともに、iPadなどで各社の内閣支持
率を比較することで、情報の信ぴょう性、扱い
方に注意を払い、的確に判断、活用する能力＝
メディアリテラシーの育成につなげていきたい。
　ワークシートの最後にはまとめの発問を投げ
かける。１時間の学習を通して、改めて自分の
言葉でまとめることによって、学習内容の整理
と振り返りを行う。これは形成的評価（指導の
改善につながる評価）の資料となる。また、選
挙権が18歳になったことの理由は何かと問い
かけ、生徒同士の意見を交流させることも政治
参加への自覚につながるだろう。

　世論と政治・世の中の出来事の関係について
は、３年生がスタートしてからことあるごとに
関連づけながら学習を進めてきた。そのため、
この授業は、これまで働かせてきた社会的事象
への見方・考え方を再確認する機会とも位置づ
けている。また、授業中はもとより、休み時間
などでも生徒同士の会話の中に政治家の話題や
差別に関する話題が聞こえてきたり、生徒自ら
新聞を求めたりするなど、社会的事象への関心
が高まっていることを実感する場面が多くなっ
ており、授業の成果と考えている。
　また、本単元における評価は「主体的に学習
に取り組む態度」の観点において行い、今後の
指導の改善につながる評価に用いることとした。
ここでいう「主体的に学習に取り組む態度」と
は、国民主権を担う公民として政治課題を解決
するために、積極的に解決方法を考えることを
想定している。ワークシートのまとめやそこに
至る記述内容を見る中で、その他の資料ととも
に、生徒の課題意識の変容をとらえ、さらには
教師側の発問や働きかけの改善の有効な材料と

4 生徒の変容・評価、継続的な取り
組みについて
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　３年生を担当することが多く、公民の授業の
大切さを私自身、強く感じているところである
が、このような生徒とのやりとりが３年生を担
当するたびに行われる。
　民主政治の推進のためには、主権者としての
自覚と世論の形成、そして、国民の政治参加が
不可欠である。そのためには、一人一人が社会
的事象を「自分ごと」としてとらえ、よりよい
社会の構築を目指す主体にならなければならな
い。誰かに任せていてはいけないのである。
　「政治的無関心」、「投票率の低さ」などの言
葉が聞かれるようになって久しいが、民主的国
家の形成者を育てるのが社会科教師の重要な役
目であると考える。社会と中学生を結びつける
者として、この「世論とマスメディア」は「生
徒と政治を結びつける重要な単元」であると再
認識している。今後も「平和で民主的な国家及
び社会の形成者」を育てる授業を目指していき
たい。

に指定していない。そこに書かれた記事の内容
を鵜呑みにするのではなく、一度咀嚼すること
で、冷静に判断し、自分の意見を形成するメディ
アリテラシーを働かせてもらいたいからである。
そして、時には同じ事象に対するさまざまな意
見を授業中に共有し、多面的なものの見方を養
う機会も設けている。
　また、この課題では、取り上げたニュースに
対して自分の感想や意見を書いてもらうことを
重視している。この課題を継続することで、１
年次と比較して３年次には、自分ごととして引
きつけた感想や自分なりの解決策を表現できる
ようになるなど、生徒の変容を見取ることがで
きる。こうした取り組みは高校入試の時事問題
や面接の対策にも有効だと感じている。

　３年生最初の授業開きで、必ず生徒に問う質
問がある。「日本の主権者は誰だろう？」
　生徒たちは真剣に考え、ある生徒が「天皇！」、

「総理大臣！」と躊躇なく答えた。

5 おわりに
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帝国書院のウェブサイトに、 
本授業研究のワークシートを掲載いたします。

図３　長野県長野市青木島遊園地廃止問題に対する、
２年生の生徒のレポート（一部）

図４　３年生の生徒が記入したニュース調べの課題（一部）

も
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